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ＪＡＴＡ　復興支援プロジェクト

観
光
需
要
を
盛
り
上
げ

「
東
京
諸
島
」へ
誘
客
を

ク
ラ
ツ
ー
、新
宿
で
イ
ベ
ン
ト

自
転
車
の
共
同
利
用
サ
ー
ビ
ス

品
川
駅
で
社
会
実
験
Ｊ　Ｔ　Ｂ

前年超え５８社中４３社

総取扱額は５％増

Ｊ　Ｔ　Ｂ

国
内
旅
行
は
４
％
増

トップ

総
取
扱
額
６
％
増
に

７月分

（７） 第２６７４号第３種郵便物認可２０１２年（平成２４年）９月２２日（土曜日）

　
日
本
旅
行
業
協
会歉
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
欷
菊
間
潤
吾
会
長
歐
は
欷

会
員
旅
行
会
社
や
国
内
外
の
観
光
関
係
団
体
な
ど
の
１
千

人
を
東
北
６
県
に
派
遣
す
る
盜
旅
行
商
品
の
造
成
や
東
北

復
興
の
情
報
発
信
を
後
押
し
す
る
こ
と
で
欷
東
日
本
大
震

災
で
落
ち
込
ん
だ
観
光
需
要
を
盛
り
上
げ
る
の
が
狙
い
盜

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
し
て
本
格
的
に
国
内
旅
行
振
興
に
取
り
組
む

の
は
初
め
て
盜

会
場
で
披
露
さ
れ
た
三
宅
太
鼓
保
存
会

に
よ
る
実
技

　
伊
豆
諸
島
や
小
笠
原
諸
島

へ
の
誘
客
を
増
や
そ
う
と
欷

ク
ラ
ブ
ツ
欟
リ
ズ
ム
は
炒

日
欷
新
宿
ア
イ
ラ
ン
ド
ウ
イ

ン
グ
歉
東
京
都
新
宿
区
歐
で

誘
客
イ
ベ
ン
ト
欹
東
京
ア
イ

ラ
ン
ド
フ
櫪
ス
タ
飮
を
開
催

し
欷
同
社
会
員
や
各
島
の
観

光
関
係
者
ら
約
１
２
０
人
が

参
加
し
た
盜

　
同
社
テ
欟
マ
旅
行
部
に
よ

る
と
欷
昨
年
の
小
笠
原
諸
島

世
界
自
然
遺
産
認
定
を
機

に
欷
同
諸
島
へ
の
観
光
客
が

増
加
傾
向
に
あ
る
一
方
欷
伊

豆
諸
島
観
光
が
埋
没
ぎ
み
に

な
檸
て
い
る
と
い
う
盜
こ
の

た
め
欷
伊
豆
諸
島
欷
小
笠
原

諸
島
を
ま
と
め
て
欹
東
京
諸

島
飮
と
し
て
観
光
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
欷
同
社
が
主
催
し

て
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
た
盜

　
ま
ず
欷
東
京

都
港
区
の
竹
芝

客
船
タ
欟
ミ
ナ

ル
と
伊
豆
諸
島

を
結
ぶ
東
海
汽

船
の
社
員
や
伊

豆
大
島
と
三
宅

島
欷
八
丈
島
の

観
光
関
係
者
ら

が
ア
ク
セ
ス
方

法
や
島
の
特
徴

を
解
説
盜
特
に
欷

各
島
の
観
光
ガ

イ
ド
が
欷
島
の
住
民
の
気
さ

く
さ
や
動
植
物
の
種
類
の
豊

富
さ
な
ど
を
軽
妙
な
話
術
で

紹
介
し
欷
会
場
が
笑
い
の
渦

に
包
ま
れ
た
盜

　
ま
た
欷
ガ
イ
ド
の
馬
場
一

枝
さ
ん
ら
が
挑
戦
し
た
欷
竹

芝
に
戻
ら
な
い
で
伊
豆
諸
島

９
島
を
回
る
８
泊
９
日
ツ
ア

欟
の
紹
介
で
は
欷
悪
天
候
に

悩
ま
さ
れ
な
が
ら
無
事
成
功

し
た
体
験
談
に
欷
参
加
者
が

熱
心
に
聞
き
入
檸
て
い
た
盜

　
会
場
で
は
欷
各
島
の
特
産

品
を
販
売
す
る
コ
欟
ナ
欟
も

設
置
さ
れ
欷
参
加
者
が
次
々

に
商
品
を
買
い
求
め
て
い

た
盜
ま
た
欷
同
社
の
ツ
ア
欟

紹
介
の
後
欷
さ
檸
そ
く
会
員

ら
が
同
社
の
担
当
者
に
費
用

や
日
程
な
ど
を
相
談
し
て
い

た
盜

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
法
人
東
京
は
烟
日

か
ら
欷
環
境
省
の
委
託
に
よ

る
自
転
車
の
共
同
利
用
サ
欟

ビ
ス
欹
コ
ミ
欒
ニ
テ
檪
サ
イ

ク
ル
飮
の
社
会
実
験
を
東
京

都
港
区
の
品
川
駅
港
南
エ
リ

ア
で
始
め
る
盜

　
港
南
エ
リ
ア
は
欷
新
築
マ

ン
シ
欖
ン
の
急
増
に
よ
り
自

転
車
が
放
置
さ
れ
て
い
る
盜

今
後
も
自
転
車
の
利
用
は
増

え
る
見
込
み
で
欷
一
層
の
対

策
が
必
要
と
な
檸
て
い
る
盜

　
瀾
月
焙
日
ま
で
の
試
験
運

用
期
間
は
欷
貸
出
拠
点
２
カ

所
に
炳
台
の
自
転
車
を
設
置

し
欷
利
用
者
を
限
定
し
て
利

用
状
況
な
ど
を
検
証
盜
瀲
月

１
日
か
ら
５
カ
所
欷
燎
台
に

拡
大
し
欷
来
年
１
月
末
ま
で

実
施
す
る
盜

　
利
用
料
金
は
煥
分
ご
と
に

１
０
０
円
欷
ほ
か
盜
ク
レ
ジ

蘖
ト
カ
欟
ド
決
済
で
自
転
車

の
盗
難
を
防
ぐ
仕
組
み
盜

　
コ
ミ
欒
ニ
テ
檪
サ
イ
ク
ル

は
欷
パ
リ
や
バ
ル
セ
ロ
ナ
な

ど
の
ヨ
欟
ロ
蘖
パ
主
要
都
市

部
で
は
低
価
格
で
利
用
で
き

る
交
通
手
段
と
し
て
普
及
盜

Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
欟
プ
で
は
欷
東

京
や
名
古
屋
な
ど
で
実
施
し

て
き
た
こ
れ
ま
で
の
社
会
実

験
の
成
果
を
も
と
に
欷
コ
ミ

欒
ニ
テ
檪
サ
イ
ク
ル
の
事
業

化
を
目
指
し
て
い
る
盜

ヱ
ヴ
櫟
の
舞
台
を

箱
根
の
地
図
上
に

Ｊ
Ｔ
Ｂ
系
が
ア
プ
リ

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ
ミ
欒
ニ
ケ
欟
シ

欖
ン
ズ
は
瀾
日
欷
海
外
で
も

人
気
の
ア
ニ
メ
欹
ヱ
ヴ
櫟
ン

ゲ
リ
ヲ
ン
飮
の
舞
台
に
な
檸

た
架
空
都
市
欹
第
３
新
東
京

市
飮
を
欷
そ
の
設
定
の
地
欷

神
奈
川
県
・
箱
根
町
の
地
図

上
に
再
現
し
た
観
光
地
図
ア

プ
リ
を
訪
日
外
国
人
に
向
け

販
売
し
た
盜

　
訪
日
観
光
客
の
誘
致
促
進

と
箱
根
町
の
観
光
振
興
を
目

的
に
日
本
政
府
観
光
局
欷
箱

根
町
観
光
協
会
と
協
力
し
開

発
し
た
盜

　
設
定
シ
欟
ン
を
実
在
の
箱

根
町
の
場
所
と
リ
ン
ク
さ
せ

て
表
示
し
欷
観
光
情
報
も
写

真
入
り
で
紹
介
盜
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機

能
に
よ
り
現
在
地
が
確
認
し

や
す
く
欷
ヱ
ヴ
櫟
ン
ゲ
リ
ヲ

ン
の
世
界
と
箱
根
の
観
光
町

歩
き
を
併
せ
て
楽
し
め
る
盜

　
英
語
表
記
盜
ア
蘖
プ
ス
ト

ア
で
３
・
猝
米
宇
歉
日
本
円

価
格
４
５
０
円
歐
で
販
売
盜

高
い
居
住
性
の

新
座
席
を
導
入

Ｊ
Ａ
Ｌ

　
日
本
航
空
歉
Ｊ
Ａ
Ｌ
歐
は

灣
日
欷
国
際
線
の
大
型
機
ボ

欟
イ
ン
グ
７
７
７
¥
３
０
０

Ｅ
Ｒ
型
機
に
居
住
性
と
機
能

性
を
向
上
さ
せ
た
新
座
席

欹
ス
カ
イ
ス
イ
欟
ト
７
７

７
飮
を
導
入
す
る
と
発
表
し

た
盜
欹
１
ク
ラ
ス
上
の
最
高

品
質
飮
を
テ
欟
マ
に
掲
げ
欷

来
年
１
月
に
成
田
¥
ロ
ン
ド

ン
線
か
ら
順
次
導
入
す
る
盜

ま
た
欷
４
人
の
ス
タ
欟
シ
櫪

フ
に
よ
る
新
し
い
機
内
食
も

発
表
し
た
‖
写
真
盜

　
フ
櫟
欟
ス
ト
ク
ラ
ス
は
テ

欟
ブ
ル
な
ど
に
木
目
調
の
デ

ザ
イ
ン
を
採
用
し
欷
上
質
な

書
斎
や
寝
室
の
よ
う
な
空
間

に
仕
上
げ
た
盜
ビ
ジ
ネ
ス
ク

ラ
ス
で
は
初
め
て
フ
ル
フ
ラ

蘖
ト
シ
欟
ト
を
採
用
盜
プ
レ

ミ
ア
ム
エ
コ
ノ
ミ
欟
は
前
後

の
座
席
の
間
隔
を
広
げ
欷
足

元
の
ス
ペ
欟
ス
が
約
瀾
隠
広

く
な
檸
た
盜
エ
コ
ノ
ミ
欟
ク

ラ
ス
は
座
席
の
前
後
間
隔
を

広
げ
た
ほ
か
欷
シ
欟
ト
を
薄

型
化
し
て
足
元
空
間
を
最
大

で
約
瀾
隠
欷
座
席
幅
を
約
２

隠
拡
大
し
た
盜

　
機
内
食
は
欷
欧
米
線
欷
豪

州
線
欷
東
南
ア
ジ
ア
線
で

欹
空
の
上
の
レ
ス
ト
ラ
ン
飮

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
従
来
の
枠

を
越
え
た
食
事
を
提
供
す

る
盜
フ
櫟
欟
ス
ト
ク
ラ
ス
と

ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
は
欷
３
つ

星
レ
ス
ト
ラ
ン欹
日
本
食

龍

吟
飮
の
山
本
征
治
シ
櫪
フ
ら

４
人
の
人
気
料
理
人
が
メ
ニ

欒
欟
を
考
案
し
た
盜

　
植
木
義
晴
社
長
は
欹
今
我

々
が
目
指
す
会
社
の
思
い
を

特
に
エ
コ
ノ
ミ
欟
ク
ラ
ス
に

込
め
た
盜
公
的
支
援
を
受
け

た
企
業
と
し
て
欷
国
民
へ
の

還
元
の
思
い
飮
盜
炸
日
に
迫

檸
た
東
京
証
券
取
引
所
へ
の

再
上
場
に
つ
い
て
は
欹
そ
の

先
に
も
檸
と
大
き
な
目
標
が

あ
る
盜
浮
か
れ
る
こ
と
な
く

株
主
の
期
待
に
こ
た
え
ら
れ

る
よ
う
確
実
な
経
営
に
努
め

る
飮
と
語
檸
た
盜

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
欟
プ
の
旅
行

販
売
会
社
烝
社
に
よ
る
灑
年

７
月
の
取
扱
額
は
欷
前
年
同

月
比
７
・
６
％
増
の
１
４
１

２
億
６
２
０
０
万
円
盜
国
内

旅
行
は
４
・
２
％
増
の
８
０

３
億
５
２
０
０
万
円
と
前
年

を
上
回
檸
た
盜

　
海
外
旅
行
は
灣
・
４
％
増

の
５
２
４
億
２
０
０
万
円
欷

国
際
旅
行
は
牆
・
５
％
増
の

焜
億
４
３
０
０
万
円
欷
旅
行

関
連
商
品
そ
の
他
は
瀾
・
１

％
減
の
燹
億
６
６
０
０
万
円

と
な
檸
た
盜

　
国
内
旅
行
の
内
訳
を
見
る

と
団
体
旅
行
は
瀾
・
７
％
増
盜

う
ち
一
般
団
体
は
欹
企
業
飮

が
炙
・
０
％
増
欷
欹
組
織
飮

が
９
・
４
％
増
欷
欹
宗
教
飮

が
６
・
８
％
増
盜
教
育
団
体

は
烱
・
６
％
増
だ
檸
た
盜

　
企
画
商
品
は
１
・
４
％
増

で
欷
う
ち
ブ
ラ
ン
ド
欹
エ
欟

ス
飮
は
３
・
４
％
増
盜
手
配

旅
行
を
含
む
個
人
旅
行
全
体

で
は
２
・
５
％
増
と
な
檸
た
盜

　
方
面
別
の
状
況
を
首
都
圏

発
エ
欟
ス
の
取
扱
人
員
で
見

る
と
欷
前
年
を
上
回
檸
た
の

は
燗
・
３
％
増
の
東
北
欷
炙

・
８
％
増
の
関
東
欷
４
・
０

％
増
の
沖
縄
な
ど
盜
一
方
欷

前
年
を
下
回
檸
た
の
は
欷
炸

・
０
％
減
の
九
州
欷
９
・
９

％
減
の
中
国
・
四
国
欷
７
・

５
％
減
の
中
部
な
ど
盜

　
海
外
旅
行
は
欷
団
体
旅
行

が
烙
・
５
％
増
欷
企
画
商
品

が
瀲
・
４
％
増
欷
Ｆ
Ｉ
Ｔ
が

８
・
９
％
減
と
な
檸
た
盜

　
灑
年
度
７
月
ま
で
の
累
計

取
扱
額
は
炮
・
０
％
増
の
５

１
１
９
億
６
４
０
０
万
円
だ

檸
た
盜
国
内
旅
行
は
炬
・
４

％
増
の
２
９
１
１
億
２
２
０

０
万
円
欷
海
外
旅
行
は
焉
・

７
％
増
の
１
８
７
８
億
９
９

０
０
万
円
欷
国
際
旅
行
は
１

８
２
・
５
％
増
の
１
１
４
億

１
６
０
０
万
円
欷
旅
行
関
連

そ
の
他
は
灣
・
０
％
減
の
２

１
５
億
２
７
０
０
円
と
な
檸

て
い
る
盜

　
ト
蘖
プ
ツ
ア
欟
の
７
月
の

旅
行
販
売
実
績
は
欷
総
取
扱

額
が
前
年
同
月
比
５
・
７
％

増
の
倏
億
２
１
２
万
円
だ
檸

た
盜
内
訳
は
国
内
旅
行
が
同

１
・
３
％
増
の
爰
億
８
４
６

５
万
円
欷
海
外
旅
行
が
同
炯

・
７
％
増
の
焉
億
２
１
３
３

万
円
欷
訪
日
旅
行
が
同
１
・

２
％
減
の
２
億
７
４
６
７
万

円
欷
そ
の
他
が
烙
・
６
％
減

の
２
１
４
７
万
円
盜

　
国
内
旅
行
は
欷
ほ
ぼ
前
年

並
み
盜
一
般
団
体
は
伸
び
た

も
の
の
欷
教
育
団
体
が
大
き

く
落
ち
込
み
欷
団
体
全
体
で

は
前
年
を
や
や
上
回
檸
た
盜

個
人
は
企
画
商
品
欷
そ
の
他

も
わ
ず
か
に
下
回
檸
た
盜
商

品
別
で
は
欷
一
般
団
体
が
同

烱
・
５
％
増
欷
教
育
団
体
が

同
炮
・
７
％
減
欷
団
体
全
体

で
は
同
２
・
９
％
増
だ
檸
た
盜

個
人
旅
行
は
欷
企
画
商
品
が

同
１
・
３
％
減
欷
企
画
商
品

を
除
く
そ
の
他
の
個
人
旅
行

が
同
１
・
２
％
減
盜

　
海
外
旅
行
は
欷
教
育
旅
行

団
体
が
同
炳
・
５
％
増
欷
一

般
団
体
が
同
牆
・
９
％
増
と

な
檸
た
た
め
欷
団
体
旅
行
全

体
で
は
同
爭
・
５
％
増
を
記

録
し
た
盜
一
方
欷
個
人
旅
行

は
欷
企
画
商
品
全
体
で
は
欷

自
社
企
画
商
品
が
大
き
く
落

ち
込
ん
だ
影
響
も
あ
り
同
８

・
３
％
減
盜
そ
の
他
の
個
人

旅
行
は
同
８
・
４
％
減
だ
檸

た
盜

　
観
光
庁
が
瀾
日
に
発
表
し

た
７
月
の
主
要
旅
行
業
爍
社

の
旅
行
取
り
扱
い
状
況
歉
速

報
歐
は
欷
総
取
扱
額
が
５
６

２
２
億
９
８
９
０
万
円
で
欷

前
年
同
月
比
５
・
４
％
増
欷
前

々
年
同
月
比
で
は
０
・
７
％

減
だ
檸
た
盜
内
訳
は
欷
国
内

旅
行
が
前
年
同
月
比
３
・
０

％
増
の
３
４
６

７
億
４
３
９
０

万
円
欷
海
外
旅

行
が
同
８
・
６

％
増
の
２
１
０

０
億
３
９
６
４

万
円
欷
外
国
人

旅
行
が
燵
・
９

％
増
の
燼
億
１

５
３
５
万
円
盜

　
分
野
別
に
前

々
年
同
月
比
を

見
る
と
欷
国
内

旅
行
は
４
・
７

％
減
欷
海
外
旅

行
が
同
６
・
６

％
増
欷
外
国
人

旅
行
が
同
５
・

１
％
増
盜

　
爍
社
中
欷
取
扱
額
の
合
計

が
前
年
を
超
え
た
の
は
熬

社
欷
国
内
旅
行
で
前
年
を
超

え
た
の
は
燵
社
中
欷
煌
だ
檸

た
盜

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
取
り

扱
い
状
況
は
欷
総
取
扱
額
が

前
年
同
月
比
５
・
４
％
増
の

１
５
５
２
億
８
１
２
６
万
円

だ
檸
た
盜
こ
の
う
ち
国
内
旅

行
は
２
・
５
％
増
の
８
７
７

億
５
１
７
３
万
円
欷
海
外
旅

行
は
同
９
・
４
％
増
の
６
７

２
億
５
８
８
９
万
円
欷
外
国

人
旅
行
は
同
燵
・
６
％
増
の

２
億
７
０
６
３
万
円
盜
前
々

年
同
月
比
は
国
内
旅
行
が
３

・
１
％
減
欷
海
外
旅
行
が
同

５
・
５
％
増
欷

外
国
人
旅
行
燗

・
８
％
減
で
欷

合
計
で
は
０
・

３
％
の
増
加
だ

檸
た
盜

　
募
集
型
企
画

旅
行
の
総
取
扱

人
数
は
欷
前
年

同
月
比
１
・
３

％
増
の
３
５
１

万
３
４
４

２

人
盜
内
訳
は
国

内
旅
行
が
同
０

・
６
％
増
の
３

１
３
万
３
３
８

７
人
欷
海
外
旅

行
が
５
・
３
％

増
の
煖
万
４
９

０
４
人
欷
外
国
人
旅
行
が
同

１
０
５
・
３
％
増
の
１
万
５

１
５
１
人
盜
前
々
同
月
比
は

国
内
旅
行
が
５
・
８
％
減
欷
海

外
旅
行
が
２
・
０
％
減
欷
外
国

人
旅
行
が
烝
・
６
％
減
欷
合

計
で
は
５
・
５
％
減
だ
檸
た
盜

青
森
の
廃
線
巡
り

保
存
車
両
を
見
学

日
本
旅
行
が
ツ
ア
欟

　
日
本
旅
行
は
こ
の
ほ
ど
欷

青
森
県
の
廃
線
と
な
檸
た
鉄

道
の
保
存
車
両
を
見
学
す
る

ツ
ア
欟
を
発
売
し
た
盜
今
春

廃
止
さ
れ
た
十
和
田
観
光
電

鉄
や
欷
南
部
縦
貫
鉄
道
歉
２

０
０
２
年
廃
止
歐
欷
下
北
交

通
歉
瀏
年
廃
止
歐
の
保
存
車

両
ほ
か
欷
青
い
森
鉄
道
向
山

駅
の欹
向
山
ミ
欒
欟
ジ
ア
ム
飮

を
見
学
盜
地
域
鉄
道
の
魅
力

を
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
行

う
盜

　
青
森
県
上
北
地
域
県
民
局

の
欹
地
域
鉄
道
資
源
・
魅
力

発
信
事
業
モ
ニ
タ
欟
ツ
ア

欟
飮
と
し
て
実
施
盜
青
森
県
内

の
食
事
や
移
動
交
通
費
に
相

当
す
る
額
の
補
助
金
が
出
さ

れ
欷
旅
行
代
金
か
ら
補
助
金

分
が
割
り
引
か
れ
て
い
る
盜

　
瀾
月
炸
日
か
ら
の
２
泊
３

日
と
欷
炳
日
か
ら
の
１
泊
２

日
の
２
プ
ラ
ン
盜
２
泊
プ
ラ

ン
は
炸
日
に
上
野
駅
か
ら
夜

行
列
車
欹
あ
け
ぼ
の
号
飮
Ｂ

寝
台
に
乗
車
欷
１
泊
プ
ラ
ン

は
炳
日
に
東
京
駅
か
ら
新
幹

線
は
や
て
号
に
乗
車
欷
青
森

に
向
か
う
盜
現
地
で
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
欷
ひ
た
ち
な
か

海
浜
鉄
道
歉
茨
城
県
歐
社
長

の
吉
田
千
秋
氏
が
欹
鉄
道
を

活
用
し
た
地
域
活
性
化
飮
を

テ
欟
マ
に
講
演
盜
鉄
道
写
真

家
の
広
田
泉
氏
欷
青
森
県
出

身
の
鉄
道
好
き
ア
イ
ド
ル
伊

藤
桃
さ
ん
ら
に
よ
る
パ
ネ
ル

ト
欟
ク
を
行
う
盜

　
１
泊
２
日
４
万
７
８
０
０

円
か
ら
欷
２
泊
３
日
５
万
２

８
０
０
円
か
ら
盜

旅
博
欹
出
展
を
中
止
飮

中
国

　
日
本
旅
行
業
協
会
歉
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
歐
は
炙
日
欷
中
国
国
家

観
光
局
歉
東
京
歐
か
ら
欹
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
旅
博
の
出
展
を
取
り

止
め
る
飮
と
灣
日
に
連
絡
を

受
け
た
と
発
表
し
た
盜
尖
閣

諸
島
の
国
有
化
へ
の
抗
議
と

も
見
ら
れ
る
が
欷
理
由
に
つ

い
て
は
欹
国
が
決
定
し
た
こ

と
だ
飮
と
説
明
さ
れ
た
と
い

う
盜

　
炳
殳
烋
日
開
催
の
Ｊ
Ａ
Ｔ

Ａ
旅
博
に
中
国
は
瀾
小
間
欷

狠
平
方
陰
の
出
展
を
予
定
し

て
い
た
盜
菊
間
潤
吾
Ｊ
Ａ
Ｔ

Ａ
会
長
は
炙
日
の
定
例
会
見

で
欹
残
念
だ
盜
い
ろ
い
ろ
な

国
と
の
友
好
交
流
の
な
か
で

は
多
少
の
波
風
が
あ
る
盜
中

国
へ
の
旅
行
キ
櫺
ン
セ
ル
が

出
て
き
て
い
る
盜
早
く
穏
便

に
片
付
い
て
ほ
し
い
飮
と
述

べ
た
盜

　
中
国
は
瀾
年
の
旅
博
で
も

尖
閣
諸
島
沖
の
中
国
漁
船
衝

突
事
件
を
受
け
欷
欹
出
展
は

す
る
が
展
示
は
し
な
い
飮
と

通
告
し
欷
展
示
ス
ペ
欟
ス
が

が
ら
空
き
と
な
る
異
様
な
状

態
と
な
檸
た
盜
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
で

は
以
後
欷
そ
う
し
た
行
為
が

で
き
な
い
よ
う
出
展
契
約
を

変
更
し
て
い
る
と
い
う
盜

　
欹
東
北
復
興
支
援
１
０
０

０
人
プ
ロ
ジ
櫪
ク
ト
飮
の
名

称
に
よ
り
灑
月
３
欷
４
日
の

１
泊
２
日
で
実
施
す
る
歉
一

部
欷
日
帰
り
も
歐
盜
Ｊ
Ａ
Ｔ

Ａ
と
東
北
６
県
が
協
力
し
欷

東
北
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
各
県

４
つ
欷
計
烝
の
研
修
コ
欟
ス

を
設
定
盜
着
地
型
・
体
験
型

旅
行
商
品
の
造
成
な
ど
に
向

け
欷
参
加
者
に
実
地
踏
査
で

各
県
の
新
た
な
魅
力
を
発
見

し
て
も
ら
う
盜
研
修
効
果
を

高
め
る
セ
ミ
ナ
欟
や
意
見
交

換
会
も
行
う
予
定
盜

　
東
京
か
ら
の
移
動
で
は
Ｊ

Ｒ
東
日
本
の
協
力
で
東
北
新

幹
線
１
編
成
歉
往
路
の
み
歐

を
借
り
切
る
盜

　
参
加
費
は
無
料
盜
瀾
月
か

ら
募
集
を
始
め
る
盜
各
国
の

政
府
観
光
局
欷
大
使
館
や
マ

ス
コ
ミ
の
関
係
者
も
招
き
欷

国
内
外
に
向
け
て
広
く
情
報

を
発
信
し
て
も
ら
う
盜

　
研
修
コ
欟
ス
案
は
欷
岩
手

の
欹
世
界
遺
産
・
平
泉
と
遠

野
・
釜
石
コ
欟
ス
飮
欷
福
島

の
欹
土
湯
・
温
泉
遊
び
と
会

津
・
八
重
の
軌
跡
を
め
ぐ
る
飮

コ
欟
ス
な
ど
盜
ボ
ラ
ン
テ
檪

ア
活
動
を
行
う
欹
南
三
陸
・

登
米
・
気
仙
沼
コ
欟
ス
飮
も
盜

　
東
北
の
観
光
は
回
復
基
調

だ
が
欷
地
域
に
よ
檸
て
は
直

接
的
な
被
害
や
風
評
の
影
響

で
回
復
が
遅
れ
て
い
る
盜
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
は
欷
欹
復
興
支
援
・

住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
業
飮

を
通
じ
て
東
北
復
興
を
支
援

し
て
き
た
が
欷
さ
ら
に
欹
旅

行
会
社
と
し
て
本
来
の
形
で

貢
献
で
き
る
こ
と
を
検
討
し

て
き
た
飮
歉
菊
間
会
長
歐
盜

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
全
理
事
・
役
員
で

構
成
し
菊
間
会
長
を
委
員
長

と
す
る
欹
東
北
復
興
支
援
１

０
０
０
人
プ
ロ
ジ
櫪
ク
ト
推

進
委
員
会
飮
を
組
織
し
欷
会

員
旅
行
会
社
挙
げ
て
東
北
復

興
を
応
援
す
る
盜


